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つぎに donor の歯腔を recipient に順応させることを目的として、 1) ddO 系あるいはAKR系マ
ウスの歯医を同種のマウス、すなわちそれぞれAKR系あるいはddO 系マウスの前眼房内に移植す
る、 2) ddO 系むよびAKR系マウスあるいは家兎の歯怪を diffusion chamber 内に入れて ddO 系



















念した。 3) 家兎の歯医を予定される recipient と同系のAKR系マウスの血清あるいは胎児抽出液と
ともに in vitro で培養し、ほぼ正常歯医の組織像を保持している培養3 日後の家兎歯医をAKR系マ
ウスの皮下に異種移植することにより、直接皮下移植したものでは全く発育しなかった異種移植歯医





のである。種々の方法について検討を加え、 donor の歯怪を in vitro で recipient の液性成分ととも
に培養することにより、従来生着させることが至難とされている異種移植片を recipient に順応させ、
ある程度発育させ得ることを示唆する重要な知見を得た。
この点において、片野君の研究は価値あるものであり、.歯学博士の学位請求論文に十分値する業績
と考える。
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